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主催
詳細はこちら

＊変更の場合もございます。詳細はお問い合わせください＊数に限りがある場合がございます

日　程 都　市 時　間 会　場

7月 9 日（月） 新宿 14：00～17：00 新宿NSビル

7月10日（火） 立川 15：00～17：00 立川グランドホテル

●北関東

7月 9 日（月） 太田 16：30～19：00 ティアラグリーンパレス

7月12日（木） 前橋 16：00～18：00 群馬県青少年会館

●東　北

5月16日（水） 石巻 15：30～18：00 石巻グランドホテル

●北　陸

7月13日（金） 高岡 13：30～16：00 高岡商工会議所

●一都三県 ●東　海

〈グローバル進学フェア〉

日　程 都　市 時　間 会　場

6月14日（木） 江南 16：00～19：00 江南市民文化会館

6月25日（月） 津 15：00～18：30 アスト津

6月28日（木） 岐阜 16：00～19：00 みんなの森 ぎふメディアコスモス

7月10日（火） 岡崎 16：00～18：30 岡崎市図書館交流プラザ Libra

●九　州

7月11日（水） 宮崎 16：00～18：30 MRT micc

7月12日（木） 大分 16：00～18：00 ホルトホール大分

日　程 都　市 時　間 会　場

6月 2 日（土） 新宿 13：00～16：00 新宿NSビル

全学年対象全学年対象全学年対象

教員・保護者歓迎教員・保護者歓迎教員・保護者歓迎

入退場自由入退場自由入退場自由

入場無料入場無料入場無料

受験に勝つ
ヒント満載の

『大学受験 合格GUIDE BOOK』を
来場者に差し上げます!!

進呈

　東京都市大学（東京都世田谷
区）は4月13日、エディスコーワ
ン大学（ECU、オーストラリア・
西オーストラリア州）において、
日本の魅力を紹介する「ジャパン
フェスティバル」を開催した。
　今回で5回目を迎えた同フェス
ティバルは、「東京都市大学オー
ストラリアプログラム」でECU
に留学中の学生128人が主催した
もの。
　当日は、在パース日本国総領事
の平山達夫氏やECUのスティー
ヴ・チャップマン学長、教職員、
学生に加え、近隣で日本語を学ぶ
高校生など、約300人が参加し
た。開会式において、東京都市大
の三木千壽学長は「ECUと東京
都市大学を結ぶジャパンフェステ
ィバルは、主催する学生たちにと
っても非常に意味のあるイベント
です」と、このフェスティバルが

　鶴見大学（横浜市）歯学部歯学
科・榮田奈々さん、髙橋一寿さん
（いずれも当時6年生）の二人は、
去る2月27・28日、同大の協定校
であるCoorg Institute of Dental 
Sciences (CIDS、インド・カル
ナータカ州)で開催された国際歯
科教育者学会(IDEA)主催の「国
際歯科学生研究発表シンポジウ
ム」に参加。榮田さんは、インド
国内21大学、海外5大学より参加
した約700人の学生の中から見事
1位を受賞した。
　シンポジウムに参加した学生た
ちは、歯学部・山越康雄教授が指
導を行う「分子生化学講座」にお
いて、生命の構造と機能に関与す
る重要な物質についての基礎研究
に勤しんでおり、今回はその研究
の骨子と成果が評価された。
　榮田さんは「他国の歯学生との
交流は、とても貴重な経験となり

両大学にとって重要な位置づけに
なっていることを語った。
　会場には「日本各地の紹介」を
テーマに、北海道・東北地方、関
東・甲信越地方、中部・関西地方、
中国・四国地方、九州・沖縄地方
の各地方のブースを設置。日本の
名物料理を振る舞いながら、日本
各地の特徴を説明。さらに、会場
の特設ステージでは相撲や盆踊り
などのパフォーマンスも繰り広げ
られ、ジャパンフェスティバルは
大盛況のうちに幕を閉じた。

ました」と、感想を語った。また、
引率を担当した、同大の国際交流
センター・永坂哲教授は「人生の
大きな宝となったものと信じてい
ます」と、今後の活躍に期待した。
　今回の海外におけるシンポジウ
ムの参加は、同大の学生教育向上
および国際交流を促進するための
学長裁量経費による全面的支援に
基づいて実現したもの。鶴見大で
は、今後もこのような活動を通じ
て、学生のさらなる活躍を後押し
していく方針だ。

産
業
界
が
学
生
に
求
め
る

人
材
像
と
資
質
・
能
力
・
知
識

日
本
経
済
団
体
連
合
会

　
一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体

連
合
会
（
経
団
連
、
本
部
東
京
・

千
代
田
区
）
は
4
月
17
日
、
急
速

に
進
展
す
る
技
術
革
新
お
よ
び
経

済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
の

時
代
に
お
け
る
、
高
等
教
育
の
あ

り
方
に
つ
い
て
調
査
し
た
「
高
等

教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

結
果
を
公
表
し
た
。
同
調
査
は
、

　
明
治
学
院
大
学
（
東
京
都
港

区
）
は
、
2
0
1
7
年
度
の
多
文

化
共
生
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し

て
、
社
会
学
部
社
会
学
科
・
入
谷

萌
さ
ん
、
中
桐
茉
奈
さ
ん
、
同
学

部
社
会
福
祉
学
科
・
本
間
優
子
さ

ん
、
田
中
恭
来
さ
ん
の
4
人
を
認

証
。
ま
た
、
多
文
化
共
生
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、
社
会
福
祉
学
科
・

皿
谷
和
佳
さ
ん
を
認
証
し
た
。

　
同
大
で
は
15
年
度
よ
り
、
社
会

学
部
と
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
が
共

同
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
促
進
す
る

「
内
な
る
国
際
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
発
足
。
多
文
化
共
生
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
お
よ
び
サ
ポ
ー
タ

ー
は
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
、
文
化
や
宗
教
、
民
族

と
い
っ
た
従
来
の
枠
組
み
を
超
え

た
多
様
な
価
値
観
の
理
解
と
共

に
、
外
国
に
つ
な
が
る
人
た
ち
を

包
摂
し
た
共
生
社
会
の
担
い
手
を

目
指
す
も
の
だ
。

　
今
回
の
認
証
が
初
め
て
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
同
大
で
は
4
月
10

日
、
認
証
を
受
け
た
学
生
に
対
し

て
認
定
証
授
与
式
を
開
催
し
た
。

授
与
式
に
は
、
認
証
者
の
う
ち
3

人
が
出
席
。
授
与
式
で
は
、
前
・

北
川
清
一
社
会
学
部
長
と
黒
川
貞

生
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
認

定
証
が
手
渡
さ
れ
、
柘
植
あ
づ
み

社
会
学
部
長
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
わ
る
教
員
た
ち
か
ら
祝
福
の
拍

手
が
送
ら
れ
た
。
松
原
康
雄
学
長

は
「
こ
の
学
び
を
社
会
に
還
元
し

て
欲
し
い
」
と
、
激
励
の
言
葉
を

伝
え
た
。
ま
た
、
認
定
証
を
受
け

取
っ
た
あ
る
学
生
は
、「
就
職
活

動
に
お
い
て
活
用
し
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

　
多
文
化
共
生
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
の
認
証
を
受
け
る
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
定
め
ら
れ
た
科
目
群
か
ら

12
単
位
以
上
の
修
得
、
さ
ら
に

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
指
導
」
の

単
位
を
修
得
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
移
民
問
題
や
人
権
問
題
な
ど
に

対
し
て
、
鋭
い
洞
察
力
を
持
っ
た

共
生
社
会
を
生
み
出
す
担
い
手
を

育
て
る
明
治
学
院
大
。
今
後
も
、

学
生
が
多
文
化
共
生
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
と
い
う
。

構
築
、
そ
の
仲
間
づ
く
り
の
場
を

盛
り
上
げ
る
「
鳥
羽
な
か
ま
ち

会
」
と
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

制
作
さ
れ
た
作
品
や
交
流
を
記
録

し
た
も
の
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
学

生
た
ち
は
、
人
々
と
地
域
の
つ
な

が
り
が
漁
網
の
よ
う
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
作
品

制
作
を
進
め
る
た
め
、
鳥
羽
市
で

三
日
間
の
合
宿
を
実
施
し
、
鳥
羽

な
か
ま
ち
会
の
メ
ン
バ
ー
と
交
流

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
大
学
に
て

制
作
を
進
め
た
学
生
た
ち
は
、
再

度
二
週
間
に
わ
た
っ
て
鳥
羽
市
を

訪
れ
、
油
絵
や
彫
刻
な
ど
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
作
品
を
仕
上
げ
た
。

　
鳥
羽
な
か
ま
ち
会
の
代
表
・
坂

田
さ
や
香
氏
は
「
学
生
と
一
緒
に

活
動
で
き
た
こ
と
で
、
新
た
な
視

点
で
魅
力
を
発
見
で
き
ま
し
た
」

と
、今
回
の
活
動
を
振
り
返
っ
た
。

　
写
真
集
に
は
、
学
生
た
ち
の
活

動
の
様
子
や
鳥
羽
の
地
域
な
ら
で

は
の
風
景
、
地
元
住
民
た
ち
か
ら

聞
い
た
話
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
た
絵
画
や
立
体
造
形
、

ガ
ラ
ス
工
芸
、
日
本
酒
の
ラ
ベ

ル
、
刺
繍
な
ど
、
学
生
た
ち
の
鳥

羽
市
へ
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
作
品

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同

誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
店
舗
を
中

心
と
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
自
転

車
・
お
散
歩
ア
ー
ト
マ
ッ
プ
も
同

梱
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
鳥
羽

な
か
ま
ち
を
訪
れ
る
観
光
客
に
と

っ
て
、
嬉
し
い
写
真
集
と
な
っ
て

い
る
。

　
芸
術
と
の
感
動
的
出
会
い
の
積

み
重
ね
を
通
し
て
、
創
造
の
喜
び

を
培
い
、
広
い
視
野
と
柔
軟
な
思

考
・
行
動
能
力
の
獲
得
を
図
る
女

子
美
術
大
。
同
大
で
は
今
後
も
、

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
地

域
社
会
と
の
連
携
を
意
欲
的
に
行

っ
て
い
く
。

同
時
の
閲
覧
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し

て
い
る
点
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
生

徒
の
表
情
を
見
な
が
ら
指
導
が
で

き
る
と
同
時
に
、
問
題
を
解
か
せ

て
い
る
間
は
生
徒
の
回
答
プ
ロ
セ

ス
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

通
常
の
家
庭
教
師
が
教
え
て
い
る

の
と
遜
色
の
な
い
手
厚
い
指
導
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
実
際
に
メ
ガ
ス
タ
デ
ィ
オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
し
て
志
望
校
合
格
を

果
た
し
た
生
徒
か
ら
は
「
直
接
の

指
導
で
あ
れ
ば
緊
張
し
て
し
ま
っ

て
聞
け
な
い
こ
と
も
、
画
面
を
通

し
て
だ
と
積
極
的
に
質
問
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
感
想
が
聞

か
れ
た
ほ
か
、
保
護
者
か
ら
は

「
家
庭
教
師
を
活
用
す
る
場
合

は
、
部
屋
の
掃
除
に
も
気
を
遣
わ

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
あ
れ
ば
画
面
に
映
る
と

こ
ろ
だ
け
を
き
れ
い
に
す
れ
ば
良

い
の
で
、
そ
う
し
た
面
か
ら
も
と

て
も
助
か
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
同
社
の
日
本
史
お
よ
び

現
代
文
の
講
師
は
、
お
笑
い
タ
レ

ン
ト
の
田
村
淳
さ
ん
が
青
山
学
院

大
学
（
東
京
都
渋
谷
区
）
合
格
を

目
指
すAbem

aTV

の
「
偏
差
値

32
の
田
村
淳
が
１
０
０
日
で
青
学

一
直
線
〜
学
歴
リ
ベ
ン
ジ
〜
」
で

短
期
間
指
導
を
し
、
模
試
の
成
績

を
向
上
さ
せ
て
注
目
を
集
め
た
。

　
同
社
の
オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
教
師

サ
ー
ビ
ス
は
難
関
私
立
大
学
合
格

を
目
指
す
全
国
の
高
校
生
に
と
っ

て
、
非
常
に
有
益
な
学
習
ツ
ー
ル

と
な
る
は
ず
だ
。

大
手
企
業
4
4
3
社
（
会
員
企
業

2
5
8
社
、
非
会
員
企
業
1
8
5

社
）
か
ら
の
回
答
を
ま
と
め
た
も

の
だ
。

　
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
産
業
界

が
大
学
卒
業
時
に
お
け
る
「
学
生

に
求
め
る
資
質
、
能
力
、
知
識
に

つ
い
て
」
の
問
い
に
対
し
て
、
文

系
・
理
系
と
も
に
「
主
体
性
」
が

最
も
高
く
、次
い
で
「
実
行
力
」、

「
課
題
設
定
・
解
決
能
力
」
と
続

い
た
。
さ
ら
に
、
理
系
で
は
「
創

造
力
」
も
高
い
順
位
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
産
業
界
は
学
生
に
対
し

て
、
自
ら
の
問
題
意
識
に
基
づ
い

て
課
題
を
設
定
し
、
主
体
的
に
解

を
つ
く
り
出
す
能
力
を
求
め
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
国
が
推
進
す
る
教
育
改

革
や
具
体
的
施
策
に
対
す
る
評
価

に
関
す
る
「
大
学
等
の
教
育
改
革

の
う
ち
、
優
先
的
に
推
進
す
べ
き

と
思
う
も
の
」
の
問
い
に
対
し

て
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
こ
と
が
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
人
材

育
成
へ
の
取
り
組
み
」
が
最
も
高

い
ポ
イ
ン
ト
を
得
た
。
加
え
て
、

会
員
企
業
か
ら
は
「
日
本
人
学
生

の
海
外
留
学
を
奨
励
す
る
」
と
い

っ
た
意
見
も
多
く
挙
が
り
、
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が

う
か
が
え
た
。
一
方
、
非
会
員
企

業
か
ら
は
「
地
域
活
性
化
を
担
う

中
核
的
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の

地
域
の
大
学
等
と
地
域
企
業
と
の

連
携
強
化
」
の
意
見
が
多
く
、
大

学
側
に
対
し
て
多
様
な
人
材
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
「
こ
れ
か
ら
の
大
学
の

あ
り
方
や
適
正
規
模
」
の
問
い
で

は
、
賛
成
す
る
施
策
と
し
て
「
国

立
大
学
に
お
け
る
機
能
分
化
を
進

め
、
大
学
ご
と
の
特
色
を
打
ち
出

す
べ
き
」
と
い
う
意
見
が
最
も
多

か
っ
た
。
一
方
、
都
市
部
の
大
学

の
定
員
規
制
に
は
反
対
す
る
企
業

が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
会
員
企

業
か
ら
は
外
国
人
留
学
生
の
受
け

入
れ
を
推
進
す
る
声
が
多
く
挙
が

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
特
色
を

活
か
し
た
多
様
な
教
育
や
幅
広
く

学
生
を
受
け
入
れ
る
体
制
の
整
備

な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
経
団
連
で
は
、
中
央
教
育
審
議

会
や
人
生
1
0
0
年
時
代
構
想
会

議
な
ど
、
政
府
の
関
連
会
議
の
動

き
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
6
月
に
今

後
の
大
学
改
革
の
あ
り
方
に
関
す

る
提
言
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
と

し
て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
は
、
新
し
い
職

場
で
あ
る
新
発
田
北
蒲
原
准
看

護
学
院
（
新
潟
県
新
発
田
市
）

の
入
学
式
で
始
ま
っ
た
。

　
幅
広
い
年
齢
層
と
背
景
が
多

様
な
三
十
人
弱
の
新
入
生
に
対

し
て
て
い
ね
い
な
式
が
挙
行
さ

れ
た
。
本
学
院
の
今
春
の
卒
業

生
は
全
員
准
看
護
師
の
資
格
試

験
に
合
格
し
た
と
聞
い
た
。
二

年
間
に
わ
た
り
明
確
な
目
標
に

向
か
っ
て
学
ぶ
の
だ
が
、
英
語

に
関
し
て
は
現
場
で
役
立
つ
会

話
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
教
え
る
私
も
ゼ
ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
り
、
生
徒
と
共
に

励
み
た
い
と
思
う
。
地
域
に
必

要
と
さ
れ
る
学
院
で
あ
り
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
存
続
を
支
え
る

一
員
と
な
り
た
い
。

　
敬
和
学
園
大
学
で
は
多
く
の

新
入
生
を
迎
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス

全
体
が
イ
キ
イ
キ
と
し
て
い

る
。
新
入
生
の
英
語
力
は
年
々

高
く
な
っ
て
き
て
い
る
印
象
が

あ
る
。
昨
年
教
え
た
学
生
た
ち

も
大
き
く
成
長
し
た
。
今
年
も

私
の
選
択
ク
ラ
ス
を
履
修
し
て

く
れ
た
学
生
た
ち
に
は
感
謝
せ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
教
員
志
望
の
学
生
た
ち
に

は
、
大
勢
の
先
輩
た
ち
に
続
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
活
き
た

情
報
を
提
供
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
る
。
今
年
は
小
学
校
で

英
語
を
教
え
た
い
と
希
望
し
て

い
る
者
も
少
な
く
な
い
。
前
例

は
少
な
い
と
思
う
が
、
新
し
い

道
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
若
者

を
応
援
し
た
い
。
こ
の
阿
賀
北

の
地
で
彼
ら
・
彼
女
ら
が
活
躍

す
る
日
が
来
る
こ
と
を
信
じ
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
勤
務

校
で
あ
る
新
潟
県
立
新
発
田
高

等
学
校
で
は
、「
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
S
S
H
）」
の
二
期
目
に
突

入
し
た
。
こ
の
制
度
が
い
か
に

生
徒
を
育
て
る
か
、
ま
た
英
語

力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
か

は
す
で
に
体
感
し
て
い
る
。
今

年
も
実
用
英
語
技
能
検
定
対
策

に
取
り
組
み
、
そ
し
て
科
学
研

究
発
表
で
海
外
に
出
向
く
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
。
生
徒
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
ど
の
よ
う
に
成
長

し
て
い
く
の
か
、
い
ま
か
ら
楽

し
み
で
な
ら
な
い
。

　
一
方
、
創
立
以
来
の
モ
ッ
ト

ー
で
あ
る
「
文
武
両
道
」
も
健

在
だ
。
高
校
時
代
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
す
か
は
大
変
重
要
な
意

味
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

う
な
昨
今
で
あ
る
。

　
去
る
4
月
3
日
、
阿
賀
北
の

最
北
、
旧
・
朝
日
村
で
例
年
通

り
大
須
戸
能
が
奉
納
さ
れ
た
。

一
つ
の
集
落
で
江
戸
時
代
末
期

以
来
守
り
続
け
ら
れ
た
伝
統
は

人
々
の
い
か
な
る
思
い
入
れ
が

あ
っ
て
可
能
と
な
る
の
か
。

　
珍
し
く
あ
た
た
か
な
風
に
乗

り
笛
の
音
は
ま
る
で
人
の
魂
を

宿
し
て
春
の
空
に
登
っ
て
い
く

か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

連 載

چ
ފ
႘
Ɉ
ऋ
第
21
回

鈴
木 

美
和
子（
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

）

「
阿
賀
北
」と
は
新
潟
県
阿
賀
野
川

以
北
を
指
す
古
く
か
ら
の
地
域
名

敬
和
学
園
大
学

非
常
勤
講
師

地
方
エ
リ
ア
の
情
報
格
差
や
教
育

格
差
の
解
消
も
期
待
さ
れ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
家
庭
教
師
サ
ー
ビ
ス

認
定
証
を
授
与
さ
れ
た
学
生

た
ち
と
祝
福
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
る
教
員
た
ち

日
本
の
国
際
化
に
貢
献
す
る

共
生
社
会
の
担
い
手
を
育
成

明
治
学
院
大
学
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■学生に求める資質、能力、知識（文系）

■学生に求める資質、能力、知識（理系）

（資料：日本経済団体連合会「高等教育に関するアンケート結果」）

『大學新聞』第155号（平成30年5月10日発行）掲載

参
加
し
た
二
人
の
学
生
た
ち
の

今
後
の
活
躍
に
期
待
が
集
ま
る

書
道
体
験
も
行
わ
れ
、日
本
を
紹

介
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た

歯学分野の海外シンポジウムで1位
鶴見大学

学生が留学先で日本各地の魅力を紹介
東京都市大学

（第3種郵便物認可） 2総 合第155号 平成30年（2018年） 5 月 10 日　木曜日


